
  

 

＊接写

 すば

台恒星

る。現

3年前

が行わ

点では

まだ全

とい

筆者

マー写

るこ

業であ

徹夜で

る場合

 この

立て

ったの

   

 写真

写真

⑤が接

にうま

にはカ

     

写台収蔵 

ばる室から譲

星分類部にい

現在ではスキ

前に国立公文

われていた。

はマイクロフ

全く無用の長

うものはもは

者の用途の多

写真星図を複

とであった。

ある撮影した

で作業をした

合にもよく使

の接写台は、

るネジがつい

のである。 

  写真

真 1の箱の中

3が箱に収納

接写レンズホ

まく収まるよ

カメラを収め

① 支柱を

アーカイブ

 

    国

譲渡され、収

いた頃、実際

キャナーがあ

文書館のつく

。その際、な

フィルムとし

長物ではない

はやいないで

多くは、壽岳

複写で写真を

。この作業は

たフィルムの

たことも何度

使った。 

、日本光学製

いており、箱

1 コンパク

中に必要な道

納された道具

ホルダーであ

ように工夫さ

めるようには

を立てるネジ

ブ新聞 （2

国立天文台・

収蔵した古い

際に使ったも

あるのでこの

くば分室を訪

なぜデジタル

して残した方

いのかもしれ

であろう。

岳潤氏に頼ま

を撮り、ファ

は図書室から

の現像、星野

度かあった。

製でコンパク

箱を開いて写

クトな箱状に

道具が収納さ

具であり、③

ある。そして

されていた。

はなっていな

ジ 

015 年 1 月 2

・天文情報セ

い機器の中に

もので、ずい

の接写台は無

訪れた際、接写

ル化しないの

方がいいのだ

れないが、少

まれたファイ

ァインダーで

ら写真星図の

野を印画紙に

その他にも

クトな箱(写真

写真 2 の留め

になっている

されていて、組

③が繋いで使

て箱の中には

レンズはマ

なかった。

20 日 第 76

センター・特

に表記の接写

いぶんと世話

無用であろう

写台を使って

のですかと質

だと答えられ

少なくとも国

インディング

で見る実際の

の借り出し、

に焼き付ける

もネガフィル

真 1)になって

め金を止めて

  

    

組み立てて使

使う 2 本の支

はレリーズが

マイクロレン

61 号） 

特別客員研究

写台がある。

話になった懐

。と筆者は

てマイクロフ

質問した覚え

れたことを思

国立天文台で

グチャート作

の星野のスケ

接写撮影、

る作業と結構

ルムのない古

ており、箱の

て開いた箱を

写真 2 留

使用するよう

支柱、④がカ

が入っていた

ンズが用いら

② 留め

究員 中桐正

筆者が東京

懐かしいもの

は思うのだが

フィルム化の

えがある。そ

思い出してい

で接写台を使

作成のために

ケールの写真

その後の暗

構な時間が必

古い写真を複

の下部には支

を伏せれば台

留め金 

うになってい

カメラホルダ

た。それらは

られた。また

め金 

夫 

京天文

であ

、2～

の作業

の時

る。

使おう

パロ

真を作

暗室作

要で、

製す

支柱を

にな

 

いる。 

ー、

非常

、箱



 実際

でもな

   

   

 

これ

れば幸

    

際にカメラを

ない。 

     

     

れらアーカイ

幸いです。中

     

を載せて使用

   

     

イブ新聞の記

中桐のメール

 写真 3

用する姿が写

     

記事にお気づ

ルアドレスは

③2 本の

箱を開いた

写真 4 である

写真 4 

づきのことが

は、arcnaoj@

の支柱 

たところ 

る。この両側

があれば、編

@pub.mtk.na

④カメラホ

⑤レ

側から照明し

編集者中桐に

ao.ac.jp 

ホルダー 

レンズホルダ

 

したことは言

にご連絡いた

ダー 

うま

ただけ


